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４４ 東北地方太平洋沖地震の概況東北地方太平洋沖地震の概況

【地震の大きさ】
・世界観測史上４番目の規模（Ｍ９．０）

・海溝沿いのプレート間地震
・女川、福島、東海では震度６弱～６強
・設計基準地震動を超過したプラントも一部あり

【津波の大きさ】
・世界観測史上４番目の規模（Ｍ９．０）
・土木学会津波評価技術では想定されていなかった波源の連動

・破壊の時間差による津波の重畳及び地盤のすべり量も従来の
想定を超えるもの
・女川、福島、東海では、いずれも評価津波高さを超過
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５．１５．１ 地震と津波による被害（地震）地震と津波による被害（地震）

【地震の大きさ】
・世界観測史上４番目の規模（Ｍ９．０）
・大熊町、双葉町は震度６強

【地震による被害】
・送電鉄塔倒壊、遮断機損傷等
・外部電源喪失
・プラントパラメーターからは、原子炉冷却
材バウンダリ損傷はなし
・地震の再現解析では、主要安全機器の
損傷はなし
・ウォークダウンからは、マイナー機器の
損傷のみ



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社
4

５．１５．１ 地震と津波による被害（津波）地震と津波による被害（津波）

【津波の大きさ】
・世界観測史上４番目の規模（Ｍ９．０）
・従来想定されていなかった波源の連動
・福島第一では、O.P.+15m程度

【津波による被害】
・海水系機器の損傷
・建屋浸水による電源盤喪失
（SBO&直流喪失）
・敷地高さの高い５，６号機側は被害小
・津波の再現解析からは、津波の重なりで
大きな高さとなったと評価
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５．２５．２ １号機原子炉１号機原子炉

【地震の影響】
・外部電源喪失（非常用DG起動）、原子炉スクラム
・非常用復水器（ＩＣ）で冷却維持
・原子炉安全に係る影響は限定的

【津波の影響と注水】
・SBO、直流電源喪失
・直流喪失でIC隔離信号発信⇒注水、冷却不能（当初気づかず）
・炉心損傷に伴い、水位計が誤指示（バッテリーつなぎ込みで確認した際はTAF以上）
・消防車による注水で、MCCI抑制

【格納容器ベント】
・現場操作等でベント成功（小弁操作時にモニタリング値上昇、大弁では反応せず）

【水素爆発】
・原子炉建屋への水素漏えいによる燃焼・爆発は、すぐには理解できなかった
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５．３５．３ ２号機原子炉２号機原子炉

【地震の影響】
・外部電源喪失（非常用DG起動）、原子炉スクラム
・原子炉隔離時冷却系（RCＩＣ）で冷却維持
・原子炉安全に係る影響は限定的

【津波の影響と注水】
・SBO、直流電源喪失、RCIC継続運転（二相流駆動）
・RCICトリップ後、SRVによる原子炉減圧に難儀
・消防車による原子炉減圧、注水開始すれど炉心損傷（バイパス流）

【格納容器ベント】
・ベント準備は３号爆発で無効に
・小弁ベント操作後にモニタリング値上昇したが、DW圧力は下がらず

【放射性物質の放出】
・３月１５日７時～１１時にDW圧力が大幅減少、FP大量放出＋降雨で北西方向汚染
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５．４５．４ ３号機原子炉３号機原子炉

【地震の影響】
・外部電源喪失（非常用DG起動）、原子炉スクラム
・原子炉隔離時冷却系（RCＩＣ）で冷却維持
・原子炉安全に係る影響は限定的

【津波の影響と注水】
・SBO、直流電源は維持され、RCIC継続運転
・RCICトリップ後、HPCIが自動起動
・原子炉圧力低下を受け、機器損傷の影響を懸念し、HPCI手動停止
・DD-FP、消防車による注水準備するも、原子炉圧力上昇で注水途絶
・SRVによる原子炉減圧、注水開始すれど炉心損傷（バイパス流）

【格納容器ベント】
・ベント成功（１回目はモニタリング値上昇、２回目以降は反応せず）

【水素爆発】
・ウォータージェットによる原子炉建屋穴開けの手配中に爆発
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５．５５．５ 使用済み燃料プール使用済み燃料プール

【状態】
・４号機の使用済み燃料は全てプールにあり、
崩壊熱が相対的に大

【地震・津波の影響】
・地震により、外部電源喪失（非常用DG起動）、SFP冷却系停止
・津波によるSBO等で、最終ヒートシンク喪失・注水喪失
・SFP水位がTAFに低下するのは４号機で３月下旬と予測
・４号機原子炉建屋爆発で、SFPや燃料の状態が疑われたが、水位は維持されていた
・消防車、コンクリートポンプ車による注水、代替冷却系の導入でSFP冷却維持

【４号機水素爆発】
・設計情報、SGTSフィルタートレイン線量調査から、３号機ベントで水素流入
・現地調査から、原子炉建屋４階ダクトで爆発が生じたものと推定

【４号機以外の使用済み燃料プール等】
・１，３号機では爆発を経験しながらも、SFPの構造健全性は確保
・時間余裕があり、消防車、コンクリートポンプ車、代替冷却設備で注水・冷却
・乾式キャスクは浸水すれど、健全

号機
使用済み燃料体数
（新燃料体数）

崩壊熱（MW)
3/11時点 プール水量（ｍ３）

１号機 ２９２（１００） ０．１８ ９９０
２号機 ５８７（２８） ０．６２ １３９０
３号機 ５１４（５２） ０．５４ １３９０
４号機 １３３１（２０４） ２．２６ １３９０
５号機 ９４６（４８） １．０１ １３９０
６号機 ８７６（６４） ０．８７ 約１４５０
共用プール ６３７５（－） １．１３ 約４０００
キャスク保管庫 ４０８（－） － －
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５．６５．６ ５，６号機原子炉５，６号機原子炉

【状態】
・主要建屋はo.p.+13m（1～4号機はo.p.+10m ）

・運転停止中、長期停止等により炉心の崩壊熱は低い状態

【地震の影響】
・外部電源喪失（非常用DG起動）、SFP冷却系停止

【津波の影響と注水・冷却】
・６号機空冷DGは運転継続、５号機はSBO、直流電源は維持
・AMで準備した電源融通ライン、MUWCによる注水で原子炉冷却
・代替水中ポンプを活用し、炉心とSFPを交互に冷却
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５．７５．７ 放出量評価（大気）放出量評価（大気）

【評価手法】
・放出点に最も近い、モニタリングカーのデータを再現可能なソースタームを求めた
・炉心損傷後は、明確なピークが無くとも、継続的に放出していると仮定（B.G.の1%）

【評価結果】
・最大の放出は、５月１５日の２号機からで、この放出が北西方向の汚染につながった
・ベントによる放出は、汚染への寄与小
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５．７５．７ 放出量評価（海洋）放出量評価（海洋）
【評価手法】
・放水口付近での海水中放射能濃度を再現可能なソースタームを求めた

【主な海洋汚染の原因】
・２号機、３号機の取水口スクリーン付近からの放出
・集中廃棄物処理建屋内の低濃度汚染水の放出
・５号機、６号機のサブドレンピットに滞留していた低濃度地下水の放出
・大気中放射性物質の降下
・雨水からの流入

【評価結果】
・海洋放射能流入は、４月中には大きく低下

・大気放出よりも小さな放出量
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５．８５．８ 資機材物流の状況資機材物流の状況

【物流の置かれた環境】
・資機材輸送阻害要因（地震による道路被害、通信環境、放射線環境）

・資機材受け入れ箇所（Ｊヴィレッジ線量上昇、小名浜コールセンター地震被害）
・車両運転手（線量上昇、爆発、地域事情、放射線防護用品）
・物流管理（通信不良、受け渡し場所変更、荷下ろし重機）

【バッテリー確保】
・東京方面からはタイムリーに届かず
・地元購入困難（避難区域外での調達、地震・津波被害、渋滞）

・車輌から取り外す等の非常手段

【電源車確保】
・ ３月１２日１時過ぎ以降順次到着（自社分16台、他社・自衛隊分7台）
・使用可能な電源盤の確認、瓦礫撤去、ケーブル敷設、爆発により受電停止

【消防車確保】
・ＡＭラインに中越沖地震対応で準備した消防車を活用（所内3台中1台が当初使用可）
・この他に、３月１２日AM以降、自社分7台、他社・自衛隊分5台を確保し、注水に活用


